





























































































































氏名：医大花子 |Ｄ： 9999999 診療科:血液内科 主治医:福井













































































































最大限努力しなければならない。薬剤師は薬物療 い指針改訂版抗がん剤調製マニュアル株式会社じほう２００５法の専門家として，がん化学療法における有効 ２）タキソテール③注添付文書`性・安全性の確保に中心的な役割を果たすべきで ３）後藤伸之ほか，日本病院薬剤師会学術第１小委員
あると考える。日本病院薬剤師会学術第１小委員会活動報告：薬剤師の専門性に関する業務領域の
会が行った腫瘍専門医に対するアンケート調査で 調査・研究．2002.
は，がん専門薬剤師に求められる処方支援内容と （http://・ｗｗｗ・jshpor.jp/naiyo/4kaipage／naka‐
して，投与量，投与方法などの確認，肝・腎機能 ｍｉ/4iinkaikatsudou/houkoku/dailhoukokupdf） 
障害時の投与設計，薬歴管理などの項目が上位に
⑪ 
注射薬配合変化のパイオニア・１９８０年初版発行から第８版
〔特長〕 Ｂ５判584頁定価4,935円（本体4,700円）
監修国立国際医療センター薬剤部長
吉野信次
編集前国立国際医療センター
医薬品情報管理室室長濱敏弘
（癌研有明病院薬剤部）ほか
★2001年版発行以来，４年目の全面改訂
★緊急を要する注射薬配合変化のＱ＆Ａに最適
★すばやく配合可，配合注意，配合不可を検索
★収載医薬品600タイトル・39,270件の情報
★商品名順に並べ，新たに薬効索引を備えた
⑪ 
本書の見方
製薬会社名
(製造)販売タイト
対象薬
配合変 タイトルの配合量
文献番号（巻末P563）配合変
発行株式会社薬事新報社
東京都中央区日本橋本町３－フーＢＴＥＬＯ３(3663)2641お申込はＦＡＸで０３(3663)2642
